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Ⅰ．業績概要Ⅰ．業績概要
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平成２３年度決算のポイント平成２３年度決算のポイント平成２３年度決算のポイント

　　　収　　　収 益益　　　　

　預貸金　預貸金　　　　

　　 　配　配 当当　　 　　

　◆ 当期純利益　
当初計画比＋１億円増加の １５４億円を計上

　◆ 信用コスト　
前年度比△３６億円減少の　１５億円に改善

　◆ 当期純利益　
当初計画比＋１億円増加の １５４億円を計上

　◆ 信用コスト　
前年度比△３６億円減少の　１５億円に改善

　
　

◆ 貸出金は４兆円を突破。預金も順調に増加

　◆ 貸出金残高　　　　　
　　　 ４兆 ６５８億円（前年度比＋１，２３８億円）
　◆ 預金・譲渡性預金残高 　
　　　 ６兆６，６７７億円（前年度比＋１，５５１億円）
　
　

　
　

◆ 貸出金は４兆円を突破。預金も順調に増加

　◆ 貸出金残高　　　　　
　　　 ４兆 ６５８億円（前年度比＋１，２３８億円）
　◆ 預金・譲渡性預金残高 　
　　　 ６兆６，６７７億円（前年度比＋１，５５１億円）
　
　

　
　　

◆ 年間配当金は1株につき１１円を予定
　　　（中間配当は普通配当５円に記念配当１円の合計６円を実施済）

　　　

　
　　

◆ 年間配当金は1株につき１１円を予定
　　　（中間配当は普通配当５円に記念配当１円の合計６円を実施済）

　　　

１．平成２３年度決算総括
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（単位：億円）

前年度比

業務粗利益 948  878  △70  
資金利益 818  770  △48  
役務取引等利益 62  63  1  
その他業務利益 67  44  △23  

うち国債等債券損益 52  35  △17  
経費 558  569  11  
一般貸倒引当金繰入額  （A） △2  11  13  
業務純益 392  297  △95  
  不良債権処理額          （B） 54  4  △50  
  株式等関係損益 1  △36  △37  
経常利益 331  255  △76  
特別損益 △6  △4  2  
当期純利益 182  154  △28  

信用コスト  （A）＋（B） 51  15  △36  

平成２２年度 平成２３年度

信用コストが大きく改善し、当期純利益は１５４億円を確保信用コストが大きく改善し、当期純利益は１５４億円を確保

※法人税率引下げの影響額は△２５億円

※

業務粗利益

預貸金残高は引続き堅調に推移。
しかし、有価証券利息配当金等の
資金利益や国債等債券損益の
減少等により前年度比７０億円
減少し、８７８億円となった。

信用コスト

不良債権処理額が大幅に改善し、
信用コストは前年度比３６億円
減少の１５億円となった。

　　

当期純利益

法人税率引下げの影響（※）等
もあったが、当期純利益は
１５４ 億円を確保。

業務粗利益

預貸金残高は引続き堅調に推移。
しかし、有価証券利息配当金等の
資金利益や国債等債券損益の
減少等により前年度比７０億円
減少し、８７８億円となった。

信用コスト

不良債権処理額が大幅に改善し、
信用コストは前年度比３６億円
減少の１５億円となった。

　　

当期純利益

法人税率引下げの影響（※）等
もあったが、当期純利益は
１５４ 億円を確保。

２．平成２３年度決算概要〈単体〉　
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３．平成２４年度決算見通し〈単体〉　

　　　 引続き厳しい環境のもと、預貸金拡大による営業基盤の強化や預り資産
　　 販売の増強を図り、当期純利益は１４０億円を見込む

　　　 引続き厳しい環境のもと、預貸金拡大による営業基盤の強化や預り資産
　　 販売の増強を図り、当期純利益は１４０億円を見込む

（単位：億円）
平成２４年度

（予想） 前年度比

業務粗利益 878  837  △41  
資金利益 770  741  △29  
役務取引等利益 63  76  13  
その他業務利益 44  20  △24  

うち国債等債券損益 35  8  △27  
経費 569  572  3  
一般貸倒引当金繰入額  （A） 11  △18  △29  
業務純益 297  283  △14  
  不良債権処理額          （B） 4  58  54  
  株式等関係損益 △36  0  36  
経常利益 255  222  △33  

当期純利益 154  140  △14  

信用コスト  （A）＋（B） 15  40  25  

平成２３年度


